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占領期における学校視察と長野軍政部
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は　じ　め　に

本稿の課題は，占領期の長野県において長野軍

政部が実施した学校視察（SchooIInspection）

の実態についてGHQ文書（連合国軍最高司令官

総司令部／GHQ・SCAP文書等）を使って明らか

にし，そこから占領軍の推し進めた教育管理の一

端を解明することにある。

周知のように学校視察については，自治体史や

教育史，とくに学校史などで占領期の出来事とし

て記載されてきた1）。しかし，これまでの研究は，

日本側資料（県庁文書，学校所蔵文書，新聞・雑

誌記事等）や当時の学校関係者の体験証言を中心

にまとめられたものが多かった。その結果，軍政

部教育官が「ジープで各校を巡回視察し，指令の

徹底的遂行を監視し，厳罰をもって実施を強制」

したため，「ケリーはいつくるか，ジープに乗っ

て疾風迅雷のごとくあらわれるというのでおちつ

かなかった」2）というように，学校視察を受けた

立場（被視察者）から，ともすれば教育官の「横

暴」のみが強調される傾向が強かったように思わ

れる。
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確かに敗戦国民にとって占領軍は絶対的権力と

して存在していたことは間違いない。したがって

「上から」強制されたという印象は強かったかも

しれない。しかし，実態から見れば必ずしも常に

「強制」ばかりではなく，「助言」，「援助」とでも

いうべき視察も多々あった。特に占領中期から後

期にかけての1948年以降は，学校視察はシステム

化され，計画的かつ組織的に展開されていた。教

育課程の編成，学校5日制，学校衛生の向上，

PTAの組織化など戦後教育に残した足跡は黙過

できないものがある。

したがって学校視察を研究として深化させるた

めには，占領政策上の位置づけを明らかにし，か

つ実施状況を全体的（全県的）に把墟することが

まず必要となる。そのた馴こは，いつ，誰が，ど

この学校を視察し，どのようなコメソト（または

報告）をしたかという視察者の立場に立った資料

を検討することが不可欠である。その上で，学校

視察の特色を明確にし，時間軸上に整理すること

であろう。しかし，この分野についての先行研究

は，長野県ではほとんどない3）。

本稿では上記の研究課題に接近する作業の手初

めとして学校視察を実行した長野軍政部の　r月例

軍政部活動報告』（Monthly Military Govern－

ment Activivies Report）等のGHQ文書をもと

に，長野県全体でどのように学校視察が実施され
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出典：阿部彰r戦後地方教育制度成立過程の研究』等より作成。

たのかを明らかにし，問題意識に迫っていきたい。

以下本稿では，まず第Ⅰ章で長野軍政部の教育

管理の検樵と人事について整理し，第ⅠⅠ章で学校

視察の時期的な特徴と視察校数を整理する。そし

て実態と特色を検討し，長野軍政部の占領政策上

で学校視察の果たした役割について考察する。

なお長野県の占領経過などについては，別稿で

論述したので本稿では割愛することにした4）。

Ⅰ　長野軍政部と教育管理

1　占領行政における学校視察の位置

まず学校視察（SchooIInspection）が占領行

政（教育管理政策）の中にどのように位置づけら

れていたかを見ることにしよう。

いうまでもなく占領期の連合国軍の教育政策の

基本は，非軍事化・民主化（＝非集中化）にあっ

た。具体的には教育内容・教育組織の抜本的刷新，

教育行政の官僚統制・中央集権化の排除，学校格

差・地域格差・性差など教育格差の是正，教育の

学校依存体質・教師依存体質の改善・教育関係諸

団体（PTA，教員組合，青年婦人団体など）の

官僚的・独裁的体質の是正など重要政策課題が目

白押しであり，個別課題はさらに多岐にわたって

いた5）。

こうした教育課題をすすめるにあたってGHQ

は，他の政策課題の実行と同様に日本政府および

行政機関を仲介とした間接的な支配方式をとった。

いわゆる「間接占領方式」である。

この間按的な占領方式を教育の場合で図式化し

たのが，「図1．教育管理を中心とした占領管理

機構図」である。

GHQからの指令・是正命令（SCAPIN）が日

本政府に出される。日本政府はこれを日本の法形

式に整えて地方行政磯閑におろす。具体的には文

部省から地方教育担当部局を通じて末端の学校に

方針が伝達されていく。この過程で民間情報教育

局（CIE）による指導・助言，さらに地方レベル

では地方軍政部（および民間情報教育課）からの

チェック（監視・行政指導）が入る。

そしていよいよ末端の学校現場での実施状況の

監視・指導となる。地方軍政部（時には地方軍政

部司令部教育担当官，さらにはCIE担当官が同

行）が学校視察を実施し，必要な指導・助言をす

るとともに，その結果を地方軍政部を通して最終

的に総司令部にフィードバックする。報告に基づ

き新たな指令・是正命令がGHQから日本政府に

出されることになるのである。

このように学校視察は，SCAPINや諸法令に

即した教育改革の実施状況を検証，確認し，それ
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に応じて日本側に必要な措置をとらせるための極

めて有効な手段として位置づけられ，占領期を通

じて重要視されたのである6）。

2　長野軍政部の教育担当部門

次に地方軍政部として長野県を担当した軍政部

隊とその教育担当部門についてまとめておきたい。

長野県の軍政を担当したのは，長野市若里の旧

鐘淵紡蹟株式会社長野工場に本部をおいた長野軍

政部（The Nagano Military Government

Team）である。

ただし占領当初は，第78軍政中隊（The　78th

MilitaryGovermentHQ＆HQCompany）が，

軍政を担当した。この部隊は，1945年9月にカリ

フォルニア州のモソトレー民事要員集合基地で編

制された軍政専門部隊であった。将校12名，下士

官兵60名で構成された。第78軍政中隊は，1945年

11月20日に長野に入り，長野県の占領業務を管掌

した第97歩兵師団砲兵隊下に配属され，軍政任務

につく7）。以後，約7カ月この部隊が長野県の軍

政を担当した8）。

しかし1946年7月1日になると，GHQは軍政

部隊の全国的な再編制を断行した。これは占領半

年で明らかになった地域的特色＝実情（人口，面

鼠　産業，交通事情など）を勘案した統一基準に

基づき軍政要員を再配置するとともに，全都道府
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県に軍政部を設置し，その指揮系統を整備したも

のであった。

長野は，第2級地域（中規模県）と位置づけら

れ，将校8名，下士官兵32名の配当となった。そ

して部隊名称を軍政中隊（Company）から軍政

チーム（Team），すなわち長野軍政部と改称し

た。指揮命令系統では，第8軍軍政局（横浜）→

第9軍団軍政部（仙台）→関東地方軍政部（前橋，

のち朝霞に移動）→長野軍政部とされた。

長野軍政部は，1949年7月に長野民事部

（Nagano Civi1Affairs Team）と改称されるま

で続く。その後，同年11月30日に長野民事部が廃

止となり，急速に占領終結へとすすむことになる

のである。

さて教育担当部門については，占領当初の段階

では，必ずしも独立した部門とはなっていなかっ

たようである。責任者のスタソレ一・N・コリソ

ズ大尉（Stanley．N．Collins）の下に下士官兵が

配置され，後述するような実務を推進した。コリ

ソズ大尉は，教育のほかに福祉，法律関係も担当

している。

その後1946年3月になると軍政部隊の組織も整

備された。教育は，民間情報教育課（Civil

Information＆Education Section）が担当する

こととなった。同課は教育と情報分野を担当した

が，1948年3月になると，民間教育課（Civil

表1長野軍政部歴代教育課長

1 �5�5�5ﾈ8ﾈ耳�T��X5(8ｨ5ﾈ5��1946．3～46．8 

2 �4X4(8ｨ4�8��T��X5�8ｨ�ｲ�1946．9～47．8 

3 �5(�ｸ8��Tｨ�X8ｨ�ｲ�1947．9～48．8 

補佐／ウイリアム・A・ケリー 

4 �4X4(8ｨ4�8��T��X5�8ｨ�ｲ�1948．9～49．1 

5 �4X488��ｸ6��T��X6�5ﾈ6��ｸ6r�1949．2～49．11 

補佐／ミス・ビィバィユ 

出典：r占領史報告』，『軍政月報』，『長野県教育委員会三

十年史j等より作成。
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Education Section）と民間情報課（CivilInfor－

mationSection）の2課に分割された9）。

次に民間情報教育課の人事について見てみよう。

同課は，課長（Officer）と課員，そして通訳で

構成される。歴代教育課長をまとめたのが，「衰

1．長野軍政部歴代教育課長」である。

コリソズ大尉は，民間情報教育課の初代課長と

なった。このコリンズが1946年9月帰国すると，

替わって教育課長に就任したのが，ウイリアム・

A・ケリー（William．A．Kelly）である。同年8

月に教育専門官として着任し，翌月第2代課長に

就任した。1920年生まれだから，当時26歳。翌

47年9月までの約1年間，精力的に学校視察を展

開する。学校視察といえば，ケリーと言われるく

らい強い印象を長野県民に与えた。1948年11月1

日に発足した長野県教育委員会の初代教育長とな

った小西謙（1901～85）は，ケリーの印象を次の

ように記している。

ケリーは実に仕事熱心な著者で，すこしも

ジッとしてはいなかった。苦い元気にまかせ

てもりもり仕事をするのであった。学校視察

などにしてもジープを操縦しアツと思う間に

何校かを見回って，帰って来ると直ちに県当

局へ連絡や指示をする。（中略）

第8軍関係では軍政部教育官の学校視察の

基準は1か月最低5校となっていると聞き及

んでいたが，ケリー氏は「せいぜい自転車，

それでなければテクシー」というハソディキ

ャップが日本側視学にあるという実情は十分

承知の上で，1か月10校視察を県当局に勧告

していた。そのくらいだから，氏自身ほまた

軍の基準量を大幅に上回る学校視察にジープ

を飛ばしに飛ばして東奔西走を事としたので

あった10）。

ケリーは，シカゴ大学在学中に軍隊に動員され

た人物である。前出の小西は，「敗北後の日本を

占領管理する専門要員としての特殊な訓練を受け，

そのむきに特に養成されて戦後来日した一人」で

あったことをケリー自身から打ち明け話として知

らされたとして，その訓練（養成の効果）につい

て次のように述べている11）。

氏は，毛筆をもって片仮名はもとより平仮

名を書くことができた。モノタイプで複製し

た大型の漢和辞典や国語辞典を所有し，それ

を自由に検索できるほどの語学力をもってい

た。したがって日本語に対するある程度の耳

をも所有していたに相違ないのであった。そ

れなのに日本側は全くすこしもそうとは知ら

なかったのだった。

知らぬこととは言いながら，日本語を全く

解しないケリーだと思い込んで，日本人同志

こそこそ話を氏の面前でし合ったのを氏の方

では聴きとっていたなどという場合がありは

しなかったのか。

ケリーには，ジミー・香川馨－，宮川汎，村井

昌治という三人の専属通訳がいたという12）。香川

は，ニューヨーク大学で1937年に理学士を，翌年

理学修士を取得したハワイ国籍の日系二世であっ

た13）。宮川は長野中学の英語教師から，村井も静

岡県の沼津商業の英語教師から雇用された通訳だ

った14）。通常は，彼ら専属通訳が日本人との会話

や詰演の仲介をしたが，小西が指摘するようにケ

リー自身もある程度その内容を直接理解すること

ができたのだろう。ただしケリーは，教育行政に

ついて特別の教育を受けていたわけではなかっ

た15）。

これに対して3代目の課長となったコーラ・

J・リー（Cola．J．Lee）は，教育学を学んだ専門

家だった。彼女はミネソタ大学で歴史・数学・教

育を学び，さらに政治科学・教育学の修士号を取

得，高校現場で教えたり校長を務めたべテラソで

あった。

4代目の教育課長となったウィラード・H・ハ

ソバート（Willard．H．humbert）も，ヴァージ
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ニア大学で修士を，ジョーソズ・ホップキソズ大

学で博士号を取得し大学の教員も経験した専門家

であった。このように占領中期以降になると教育

専門家が軍事文官として任用され，配置されるよ

うになる。

さてケリーは，1947年9月下旬にいったんアメ

リカに帰国し，リーが教育課長となった。その後，

ケリーは11月下旬に長野軍政部に戻り，しばらく

情報関係を担当した。そして1948年3月まで民間

情報課に所属した後，リーの補佐官として教育改

革にあたる。同年9月にリーが栃木軍政部に転出

すると再び民間教育課の課長となった。この時期

は公選制県教育委員選挙，長野師範粛学，教員人

事異動など困難な教育課題が山積していた時で，

ケリーはこれらの問題に対して後年「ケリー旋

風」と称されたように占領軍の方針に従って辣腕

をふるった15）。

ケリーと交替した／、ソバートが教育課長に就任

したのが，1949年2月からである。ケリーは，家

庭の都合を理由に同月23日に長野を離れ，帰国し

た。ハソバートは，同年11月30日の長野民事部廃

止まで教育課長のポストにあり，新制高校，学校

保健・衛生，教科書行政などに取り組んだ。

以上が民間情報教育課（民間教育課）の組織と

人事の概要である。

ⅠⅠ『占領史報告』と『軍政月報』にみる学校視

察

本草で検討対象とするのは，第78軍政中隊の

『第78軍政中隊占領史報告』（Occpational His－

tory of the78th Military Government HQ＆

HQCO，以下『占慣史報告』Aと略す），長野軍

政部の『長野県長野軍政部占領史報告』（Oc－

cpationalHistoryReport ofthe Nagano Mili－

taryGovemmentTeamNaganoKen，以下『占

領史報告』Bと略す），および同軍政部『月例軍

政部活動報告』（Monthly Military Government
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Activivies Report，以下『軍政月報』と略す）

である。

『占領史報告』Aは，1945年11月15日から翌46

年7月1日まで。『占領史報告』Bは，1946年7

月1日から同年11月1日まで。r軍政月報』は，

1947年4月から1949年7月までを検討対象とした。

1『占領史報告』Aにみる学校視察

『占領史報告』Aほ，占領初期のものである。

そのためか報告書の形式（項目）は一定していな

い。1946年2月21日付（報告対象期間：1945年11

月15日から1946年2月21日まで）は，「1．序論

（Introduction）」，「2．組織・目的（Organiza－

tion and Purpose）」，「3．活動部門（Section

Activities）」と大項目があり，「活動部門」のな

かに「教育，福祉（Education∴Welfare）」が小

項目としてある。

また1946年4月5日付（報告対象期間：1946年

2月21日から同年4月1日まで）は，「1．行政

（Administration）」，「2．活動部門」があり，

「活動部門」のなかに，「g．教育，福祉，法律

（Education，Welfare，Legal）」とある。以後，

大項目は2項目で，小項目に「広報（Public

Relation）」が加えられたりしている。

占領初期の学校視察の目的は，隠匿兵器・武器

の接収，奉安殿・御真影・神棚・忠魂碑などの除

去，軍国主義的教科書・教具等の排除，一斉挙

手・敬礼・号令・体罰・丸刈など軍隊式慣行の排

除，そして軍国主義的教員の摘発に主眼がおかれ

ていた。兵器等の接収は，占領直後に占領軍戦術

部隊によって実行された。軍政部は，戦術部隊の

接収作業を引き継ぐと共に，学校からの軍国主義

的傾向の一掃を目指して視察を実行して行った。

『占債史報告』Aでは，次のような学校視察の

事例が報告されている。

（∋小学校，中等学校，高等学校を視察。小・中

等学校では，修身，国史，地理を算数（数
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学），読書，公民学にかえている。また高等

学校では，経済学や政治学，外国問題などの

討論を教育課程においている。教科書は，不

足している。修身，国史，地理の教科書は，

廃棄された。他の教科書は，不都合な部分を

切り取ったり，墨塗り（「墨塗り教科書」）し

て使った。長野市の県立高等学校では，軍国

主義的内容の本が図書館で発見された16）。

②学校視察は定期的に行われ，視察後コリソズ

大尉の要請で教員との会議が行われた。長野

高等女学校の体育大会を視察し，教育方法や

技術についての話し合いが行われた17）。

このほか軍国主義的教員の調査（摘発）に関係

して軽井沢小学校18），後町小学校，岡谷中等学校

（鍵田茂菩校長問題）19）などの視察（調査）につい

ても報告されている。この時期の視察の様子を具

体的に知るために，日本側資料として長野市の後

町小学校の校誌『後町教育百年』から引用する。

後町小学校（国民学校）は，戦前，軍国主義的教

育を熱心にすすめていた学校である。

軍政部の教育官コリソズがジープで何度も

後町へ乗りつけた。もし会議で留守でもして

いると電話で呼びつけられた。国家主義・軍

国主義に関係ある文書・図書・掛図・額等一

切を3日以内に焼却するか破棄して学校内か

ら一掃せよとの命令である。4日目には通訳

をつれて来校し，それらしい疑いのあるもの

が目にとまると命令違反だというのである。

致し方ないので図書類は何人かに預けたり，

欲しい人に分けたりした。運動会用の号報

（ママ）ピストルまで土台にたたきつけてこまっ

された。軍政部の方針に従わない者は，占領

政策を邪魔したとして即刻罷免させる権限を

もっていたのである。教科書は修身・歴史・

地理は使用禁止であり，その他は音楽に至る

まで国家主義・軍国主義的な個所を指定し見

えないように墨で抹消せよと県報で通達され

た。1週間目にまたジープで乗り込み各教室

を見て廻った。（中略）教育官は自分だけで

校内をまわり，先生や児童一人を呼んで「校

長から何か言われたか」と試問をした。2月

に入ると県を通じ一人の先生を即刻辞めさせ

ろと言ってきた。（中略）3月に入るとまた

県を通じて男の先生を全部入れ替えを要求し

て来た。年数の少ない者は了解を得て数人残

して全部異動した20）。

この資料からも学校視察時にかなり強引な指導

が行われたことが分かる。軍国主義・起国家主義

除去のための軍政部の荒療治は，ともすれば日本

側に少なからぬ戸惑いと反発をもたらした。けれ

ども根本的な価値観の転換を実現するためには，

こうした事態は，避けて通ることのできない事だ

ったのかもしれない。

2『占領史報告』Bにみる学校視察

『占領史報告』Bは，前章で述べたように1946

年7月1日の地方軍政部の全国的組織改編によっ

て軍政中隊が廃止となり，軍政チームが編制され

たためにタイトル（報告者名）が変わった。しか

し報告書の形式には変更がない。教育は，やはり

「2．活動部門」の中の「教育，法律，広報」項

目の中に記載されている。この時期も前節に引き

続き，学校からの軍国主義除去が，視察の基本で

あった。

この時期の学校視察について『占領史報告』B

は主に次の諸点を指摘している。

①この時期の学校視察では，個人やグループか

らの苦情の手紙（請願凄）に基づいて調査す

ることが多々あった。なかでも上伊那農業高

校長に対する同校教員の告発（理由は，新教

育を推進しないことにあった）は注目され，

コリソズ大尉による特別視察が8月1日行わ

れた21）。

（診CIEの教育担当，／、リー・グリフィス少佐が
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7月8日，長野師範付属小学校を視察し，民

主主義的な教育のすすめ方について話し合っ

た22）。

③9校視察という最高記録を出した。将来，最

低10校を視察することが期待されている。第

8軍では，毎月全県をカバーする視察を実行

する提案がなされている。けれども長野県は

県域が広いため，毎月完全に全県をカバーす

る視察は不可能である。そこでさまざまな分

野の担当が郡に出向き，それによって結局は

郡の可能範囲の視察をすることがよいと考え

ている。とても厳しい気象の冬季に近づいて

いるので，行くことのできる範囲に限って実

施するつもりでいる23）。

1カ月の視察校数の目標は，1946年12月6日付

で出された第8軍施行命令第92号「日本の教育施

設に対する視察の件（Inspection ofJapanese

EducationInstitutions）」によって「初等・中等

学校を中心に5校以上の教育施設を視察するこ

と」と定められる24）。上記引用の「最低10校」と

いう目標数値は，翌年9月の視察要項の改定以後

に実施されることになる。

また施行命令第92号では，学校視察報告書の形

式が定められ，教師・生徒へのイソタビューの実

施など方法についても規定している。

いずれにしても占領1年を経過するころから，

学校視察の形式が統一され，占領直後の散発的な

視察から，徐々に計画的なものに変化して行った

ことがわかる。

3　『軍政月報j　にみる学校視察数と視察内容

『軍政月報』は，はじめに報告の概要が記載さ

れた「ベイシック・レポート（Basic Report）」

があり，つづいて「添付書額（Annex）」が綴ら

れている。教育は，「Amex－E　民間情報と教

育活動（CivilInformationandEducationActiv－

ities）」で，教育・情報・宗教などの項目ごとに報
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告している。

1947年12月からは，報告者名が記載され，1948

年3月からは，民間教育課と民間情報課が分離し

たため，「AnnexE－1（CivilEducation Activ－

ities）」と「E－2（CivilInformation Activ－

ities）」に分けられている。

さて学校視察については，教育の項目の中に

「学校視察」という小項目がつくられ，そこに当

月中に視察した学校名（郡市町村名）と特記事項

が記載されている。

そこで月別にどんな校種の学校を何校視察した

かを知るために表2に「長野軍政部による学校視

察数（月別）」をまとめた。また1948年6月分か

ら「非公式視察（InformallyInspection）」が記

載されているので，蓑3に「長野軍政部による学

校視察数（非公式）」をまとめた。さらにどんな

学校を視察したかについて蓑4に「学校視察実施

校名」をまとめた。

表2の1947年8月と翌48年8月の視察数が

「0」なのは，学校が夏休みのため視察が実施さ

れなかった旨が『軍政月報』に記載されている。

また48年7月も「0」であるが，理由は記載され

ていない。ただし48年7月と8月は，公式視察は

なかったものの，表3にあるように非公式視察は

7月に4校，8月に6校が実施されている。

これに対して1948年9月は，公式・非公式とも

に学校視察の記載がまったくない。この理由とし

て考えられるのは，9月の『軍政月報』の大部分

が，教育葬具会選挙関係の記録で占められている

ことから，同月の民間教育課は選挙対策に忙殺さ

れ，学校視察を実施しなかったのではないか，と

いうことである。

当時の教育課長ケリーは，初の公選制教育委員

会選挙（9月5日公示，10月5日投票）の対策に

没頭，「（9月）15日からずっと長野を留守にして

県下を遊説して廻っていた」25）という状況にあっ

た。この選挙には教組出身の藤巻幸造が立候補し
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表2　長野軍政部による学校視察数（月別）

（年） （月） ��鼎r�劔劔1948 劔劔劔1949 劔劍�佗h�｢�

4 迭�6 途�8 湯�10 ����12 ���2 �2�4 迭�6 途�8 湯�10 ����12 ���2 �2�4 迭�6 途�

ElementarySchool ��2 ��3 �� �"�2 ���1 �"�2 �2�2 �2� �� 釘�2 �2�3 �"�5 澱�6 澱�5 田R�

PrimarySchool ��� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� ���

LowerSecondarySchool 澱�4 迭�2 ��4 �"�2 �"�2 ��� ���1 �2� �� 釘�4 釘�6 �2�5 迭�4 釘�5 都��

UpperSecondarySchool �� �� �� �� �� �� ���2 �� �� �"�4 �2�1 �2� �� �� ��b�

Girls’HighSchool ��1 �� ��1 ��1 ��2 ��2 �� �� �� �� �� �� �� �� 途�

AgriculturalSchool �� �� �� �� ��� �� �� �� �� �� �� �� �� �� ���

Girls’CommercialSchool �� �� �� �� �� ��� �� �� �� �� �� �� �� �� ���

Girls’BookkeepingSchool �� �� �� �� �� ��1 �� �� �� �� �� �� �� �� ���

NormalSchool �� �� �� �� ��� �� �� �� �� �� �� ��� �� �� �"�

HigherSchool �� �� �� ��� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� ���

PrivateSchool �� �� �� �� �� ��� �� �� �� �� �� �� �� �� ���

（合計） 途�7 迭�5 ���5 迭�5 迭�5 迭�5 迭�5 澱�0 ��� ����10 ����10 湯�10 ����10 ����10 ��sR�

出典：MonthlyMilitaryGovermentActivitiesReport（CivilEducationActivities），1947．4～1949．7より

作成。

表3　長野軍政部による学校視察数（非公式）

（年） （月） ��鼎��劔�1949 劔劍�佗h�｢�

6 途�8 湯�10 ����12 ���2 �2�4 迭�6 途�

ElementarySchool �� �� �� ��"� �� ���2 �"�8 �#R�

LowerSecondarySchool �2� �� �� ���� �� �� �"�3 ����

UpperSecondarySchool �"� �� �� �2� ��9 �� �"� ��b�

NomalSchool �� �� �� �� ��� ��1 �� �"�

HigherSchool �� �� �� �� �"� �� �� �"�

Colleg ��� �� �� �� �� �� �� ���

Blind＆DeafSchool �� �� �� �� ��� �� �� ���

（合計） （総計） 澱� �� �� �#b� 釘�9 ���3 澱�11 田b�

4 澱� �� �� �� �� �� 都b�

出典：MonthlyMilitaryGovementActivitiesReport（CivilEducationActivities），

1948．6～1949．7より作成。

注：1948年7月，8月の非公式（informally）視察の校種が不明のため，総計欄に校

数のみ記載した。
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表4　学校視察実施校名

年 佇��学　校　視　察　実　施　学　校　名 

’47 釘�小学校（若槻）中学校（後町，川端，柳町　高槻，水内，通明） 

5 傅ﾈｧxﾕｨ��(inﾈ�9M��(�ｩ(hｧxﾕｨ���ｸﾞ(�9(inﾈ�8夐�8�8�969�i?��ｩ�ｸﾞ(ﾘ(��

6 �(hｧxﾕｨ�傴ﾉOh�98ﾉnﾈ�9M�69�ﾈ�9�I^H�8嫌=��｢�

7 傅ﾈｧxﾕｨ�侏�&��8抦鯖�ﾈ�8ｷｹ�ﾈ�ｩ(hｧxﾕｨ�冦異ﾉY�8x���Y*ﾈ�｢�

9 �(hｧxﾕｨ�傅ﾉWｨ邵�8圸$ｩ(iYH�8抦��8��l騷(�ｨ�(6ﾘ皐ﾘ(��

10 傅ﾈｧxﾕｨ�冢ﾉ�ｸ�9+ynﾈ蹣LﾙWI���ｩ(hｧxﾕｨ�侘ｹ���9(h冓68�ｨ鉑gｸﾘ)9乂xﾕ｢�

11 傅ﾈｧxﾕｨ���hﾞ(�9+ynﾈ蹣Lﾘ���YIWI���ｩ(hｧxﾕｨ�傴ﾉgｸ�ｨ嫌=�(��

12 傅ﾈｧxﾕｨ��48�ｩ(hｧxﾕｨ�囘ﾈ怦�8ﾉ9OX�ｨﾘ(�9E�xﾕｨ�9+ynﾈ蹣Lﾘ���YB�

’48 ���小学校（神科）中学校（川中島，上田第三）長野第二高女，長野市立高女 

2 傅ﾈｧxﾕｨ�仗ｩy���ohﾋH�ｩ(hｧxﾕｨ��*冽ｨ�ｩ+ynﾈ���ⅸｼh�9�I�(�ｧx���

3 傅ﾈｧxﾕｨ���l騷(�9dﾉ68�ｩ�ｩdｸ�9zxﾘ(��8�968ﾘ(��9+ynﾈ���^ｸｴﾈｧxﾕ｢�

10 傅ﾈｧxﾕｨ�俥(���8�9m�8x��*�?ｨ�8堅棠|x�ｩ(hｧxﾕｨ���9m�8x�9�ﾈ�ｽ��9M�8x�｢�

高　校（真澄，長野，長野工業定時） 

11 傅ﾈｧxﾕｨ��')y���ｾ��(�ｩ(hｧxﾕｨ�傴ﾉ�ﾈ�9x靼x�9�ﾉ]8�9JｩJh�｢�

高　校（岡谷北，辰野，塩尻，須坂商工） 

12 傅ﾈｧxﾕｨ��>ﾉ�ｩm��9>��(�8ﾎI�968�ｩ(hｧxﾕｨ�冉ｹg��8��68�8揵ц�9>ﾉ�ｩm��｢�

高　校（諏訪実業，南佐久実業，蓼科） 

’49 ���小学校（保科，南條，上山田） 

中学校（中晩　川軋　柏原，川柳，信濃見　長窪古町）高校（坂城農業） 

2 傅ﾈｧxﾕｨ���l騷(�8ｭｸ���ｩ(hｧxﾕｨ�冩i*ﾈ�8ｭｸ���8鉑�8�｢�

高　校（更級農業，長野工業，上田）長野師範 

3 傅ﾈｧxﾕｨ��(iEhﾏ8�8ﾘ)^��8ﾕ虻��8怏nﾈ�9+xｷX�｢�

中学校（中之候，高甫，更級，科軌　長丘） 

4 傅ﾈｧxﾕｨ���=��8ｾ�&��9�ﾉц�9(inﾈ�9�ｸﾞ(�8�(唏�｢�

中学校（伊那，会地，川路，中野，八幡） 

5 傅ﾈｧxﾕｨ�囘ﾉ[ﾘ�9�Xﾄｸ�8ﾌ9g��8夐�8�8��,��9+ynﾈ蹣LﾙWI���｢�

中学校（豊平，大桑，屋代，若槻） 

6 傅ﾈｧxﾕｨ�倡X棹�9>ﾉ�Yy��ｴﾘ�9')68���969�(�969�ﾈ�｢�

中学校（志賀，南大井，七貴，池田） 

7 傅ﾈｧxﾕｨ��(iEhﾏ8�9�ﾙ~x�8ｽｩy����968�9<x���｢�

中学校（戸倉，中之条，仁礼，上田） 

出典：MonthlyMilitaryGovermentActivitiesReporo（CivilEducationActivities），

1947．4～1949．7より作成。
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ていたが，長野軍政部は，組合派の当選を阻止す

るという方針であった。そのために県下各地で演

説会を開催したり，新聞・ラジオを使ってたりし

て，当選阻止のキャソぺ－ソを展開していた。教

育委員会についてのGHQの基本的立場は，関東

軍政部主席教育官として関東及び長野・山梨各県

の教育を管理指導したロリソ・C・フォックス

（Rollin，C，Fox）の次の一文に明確である26）。

a．教育委員は国民の代表である。すべての

人々の代表として選出された教育委員は，す

べての人々の欲求を解釈し，健全な教育目的

を基礎とした決定を行わなければならない。

政党，教員組合その他の集団のような特定の

利益を代表とすると自ら考える委員は，委員

として不忠実であって辞任すべきである。

選挙結果は，定数6に対して藤巻は7位次点と

なった。発足した教育委員会は，その後11月15日

長野市の長野工業高校を会場に第1回定例会をフ

ォックス，ケリー臨席のもとで開催し，活動を開

始したのである27）。

次に注意しておきたいのは，1948年10月分『軍

政月報』から，視察校数が一挙に10校以上となり，

また再視察（Reinspection）の注記がなされるよ

うになる。さらに1949年2月からほ視察（Ⅰ），再

視察（RI），訪問（V，Visit）の分叛が付せられ

るようになった点である。訪問は，前出の非公式

視察と同じ意味と考えてよいであろう。

この変化は，GHQの学校視察施行命令が改定

ことによっている。以下に48年9月29日に出され

た第8軍施行命令第51号の「日本の教育施設に対

する視察の件」（Inspection ofJapanese Educa－

tionInstitutions）の一部を引用してみたい28）。

2，民間教育に関し，日本側を指導し，援助

する使命を履行する上で（第8軍司令部を）

支援するた軌　軍団司令官，中国，四国地区

軍政部長官，東京，神奈川，静岡軍政部長官

は，所轄下各都道府県，1カ月10校以上の教

育施設を視察ないし再視察を確実に行うこと

が要求される。

3，学校視察は左の方法，技法により行われ

る。

a　視察の大部分は，初等，中等学校を対

象とする。

b　数カ月をもって，県下を一巡するよう

に行われる。

e　再視察は，最初の視察において発見さ

れた欠陥が改善されたかどうかを確かめ

るために時々行われる。また，数校につ

いて短時間の視察を行うことがあるが，

これは，特定の分野，特定の問題につい

て調査する必要が認められたときに行う。

5，都道府県軍政部は，月例軍政報告書付録

E－1に，視察校，再視察校，訪問校数を

記すとともに，視察，訪問の際，気がつい

た異常なでき事を記載すること。

上記の第51号にあるように，再視察とは，最初

の視察で不備の発見された学校を再度視察して改

善状況をみたものである。衰2では，再視察も視

察回数にいれたので，同一校が2回カウソトとさ

れることになる。したがって1948年10月以降の数

値は，延べ回数ということになる。

視察校種別では，小学校と中学校が圧倒的であ

る。特に中学校は，1947年4月に新制中学が発足

したため，特に頻度の高い視察となっている。ま

た高校は，翌48年4月に新制高校が始まったので，

同月以降に視察が実施されたのである。

では次に『軍政月報』に記載された視察内容に

ついてみてみたい。主なものを項目のみ以下に抽

出する。カッコ内は，報告年月である。

（》小学校に付属した新制中学校がある（1947．

4）。

（∋安茂里中学校の生徒会長は女子である。また

教師たちは家庭訪問を実施している。篠ノ井

高女では，生徒自治について討論している
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（1947．9）。

③窓の修繕，燃料の備蓄など（1947．11，12）。

①週5日制について（1948．3，4）。

⑤教科書編纂が遅れている（1948．10）。

⑤学校養護教諭が配置されていない。また計画

的保健教育が実施されていない（1948．10）。

⑦地域高校の県立移管と財政的支援の必要性に

ついて（1948．11）。

⑧山間地の学校の教育設備は平均以下である。

教員のレベルも低い（1948．12）。

⑨トイレなどの衛生不備。図書館・保健室の不

足。トラコーマと寄生虫が多い。トラコーマ

対策で成果をあげた学校の評価（1949．5）。

このように1947年初めの占領初期までは，明ら

かに視察の重点が，軍国主義の除去にあったが，

中・後期になると学校の保健衛生の向上，環境整

備の実施，児童生徒の自主性，創造性，協調性の

伸長，およびそのための教授方法の改善などへと

移り29），視察の姿勢も従来の強圧的，上意下達的

なものから助言的なものへと変化してきた。この

傾向は，長野県だけではなく，他県でも同様であ

った30）。

したがってこうした変化は，基本的に前述した

占領軍の学校視察方針が確立したことに基づく。

加えて軍政部民間教育課のスタッフの充実と，日

本側の新教育体制の確立，占領直後の混乱の沈静

化などが重なった結果と思われる。

こうして学校視察は，占領初期の監視・威圧型

の視察から占領中・後期には援助・指導型視察へ

と変化したことが，長野県の場合でも実証される

のである31）。

おわ　り　に

以上，長野県における学校視察の実態について

占領軍文書を中心に素描して来た。本稿の特色は，

学校視察の当事者（視察者）が作成した記録によ

って実態を解明しようとしたところにある。今回，
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月別・校種別の学校数と学校名，そして視察内容

の区別（公式視察，再視察，非公式視察または訪

問）について明らかにすることができた。また視

察時の内部記銀から，占領前期と後期の視察方針

の変化（監視・威圧塾から援助・指導型へ）も他

県同様であることを確認することができた。

今後さらに占償軍文書の追究と日本側文書の照

合作業を続けながら，長野県の学校視察の全体像

を明らかにしたいと考える。特に，占領期の他の

教育課題とのかかわりを明確にしたい。何故なら

第1章で述べたように学校視察の基本は，占領軍

方針の実施状況を監視・指導することにあり，他

の教育課題（教育改革）との関係なしには成立し

えない性格のものであるからだ。さらに政治・経

済・労働問題とも無縁ではありえない。

したがって当面，学校視察の解明を端緒としな

がら，占領期長野の全体像の解明へと歴史研究を

すすめていかなければならないと考えている。

筆者は，平成10年度に長野県教育委員会より長

野県短期大学での内地留学（半年間）の機会を与

えられた。本稿と既発表論■文「長野軍政部に関す

る基礎研究」（信濃史学会『信濃』第51巻第7号，

1999年）は，この内地留学の成果である。

内地留学では，日本史研究室の荒敬先生にご指

導いただき，占領史研究の基礎・基本から研修さ

せていただいた。また先生の研究者としての生き

方から多くのことを学ぶことができた。心から感

謝申し上げたい。

また成澤柴需学長はじめ長野県短期大学の教職

員の皆さんには，研修の機会と研究上格段の便宜

をはかっていただいた。また短期間の研修員だっ

にもかかわらず，暖かく接していただいた。皆さ

んの御厚情に心から感謝し，御礼を申し上げたい。
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